
第��号議案

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和��年島根県条例第�号）の一部を次の

ように改正する。

第�条中第��号を削り、第��号を第��号とし、第��号から第�	号までを
号ず

つ繰り上げる。

第�条第�項第
号ア中「
月につき	��


円」を「
日につき��
円」に改

め、「
日につき」を削り、同号イ中「
月につき���

円」を「
日につき��


円」に改め、「
日につき」を削る。

第	�条第
項中「次に掲げる場合」を「宍道湖流域下水道管理事務所に勤務す

る職員が著しく臭気が発生する施設（人事委員会規則で定めるものに限る。）に

おいてその業務に従事したとき」に改め、同項各号を削り、同条第�項を次のよ

うに改める。

� 前項の手当の額は、
日につき��
円とする。

第	�条第�項中「午後�時」を「午後	
時」に、「午前�時」を「午前�時」

に、「��
円」を「��
円」に改める。

第	�条第
項を次のように改める。

狂犬病予防作業等従事手当は、次に掲げる場合に支給する。

� 保健所に勤務する職員が狂犬病予防法（昭和��年法律第���号）、動物の

愛護及び管理に関する法律（昭和��年法律第	
�号）等の規定に基づく作業

で人事委員会規則で定めるものに従事したとき。

� 中山間地域研究センター又は農林振興センターに勤務する職員が著しい危

険性を有する動物を取り扱う作業で人事委員会規則で定めるものに従事した

とき。

第	�条第�項ただし書中「ただし、」の次に「同項第
号の場合において」を

加える。

―��―



第��条第�項第�号中「とき」の次に「（第�号に掲げる場合を除く。）」を

加え、同項第�号中「家庭を訪問し、結核患者の療養指導」を「療養指導（人事

委員会規則で定めるものに限る。）」に改める。

第��条第�項第�号を次のように改める。

� 削除

第��条第�項第�号を次のように改める。

� 削除

第��条第�項第�号を次のように改める。

� 精神障害者の診療、看護、相談又は指導

第��条第�項第�号中「業務」の次に「又は精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律（昭和�	年法律第���号）の規定に基づく調査若しくは診察の立会い」

を加える。

第�
条の�を削る。

第��条第�項第�号中「職員」の次に「（人事委員会規則で定める職員を除

く。）」を加える。

第��条第�項の表中第
号を削り、第�号を第
号とし、第�号を第�号とす

る。

附 則

この条例は、平成��年�月�日から施行する。

―��―


